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第
24
回
新
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

5
月
23
日
（
土
）、
新
島
本

村
地
区
内
で
第
24
回
新
島
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

は
、
ス
イ
ム
1.5
㎞
、
バ
イ
ク
40

㎞
、
ラ
ン
10
㎞
の
総
合
距
離
、

約
52
㎞
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま

す
。
今
年
の
当
日
エ
ン
ト
リ
ー

数
は
502
名
で
過
去
最
多
の
エ
ン

ト
リ
ー
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
合
男
子
で
優
勝
し
た
篠
崎

選
手
は
今
大
会
で
7
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

【
総
合
男
子
】

優
勝　

篠
崎　

友

2
位　

栗
原　

正
明

3
位　

柳
井　

賢
太

【
総
合
女
子
】

優
勝　

川
嶋　

七
彩

2
位　

菅
沢　

佐
智
子

3
位　

稲
垣　

果
那

【
リ
レ
ー
】

優
勝　

小
金
井
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　

連
合
チ
ー
ム
Ｋ

2
位　

ハ
チ
公
・
箱
根
・
Ｋ
Ｊ
Ｃ

3
位　

牛
乳
せ
ん
べ
い

【
チ
ー
ム
総
合
】

優
勝　

渋
ト
ラ　

バ
ー
バ
リ
ア
ン
ズ

2
位　

し
ま
じ
ま
ん

3
位　

タ
チ
ト
ラ　

プ
レ
ミ
ア
ム

◀
篠
崎
選
手
7
連
覇
の
瞬
間

ボウリング大会
　6月 7日（日）、勤労福祉会館にて『ボウリング大会』が開催されました。結果は次の通りです。

（敬称略）
【一般男性の部】
1 位　前田　直己
2位　梅田　力良
3位　宮川　孫幸
【一般女性の部】
1 位　野口　明子
2位　木村　美海
3位　大沼　弘子
【中学生の部】
1 位　岩本　理花
2位　百井　勇海
3位　梅田　澪　　青沼　葵（同点）
【小学生の部】
1 位　木村　蔵武　村山　太洋（同点）
2位　木村　琉泉　宮川　咲莉（同点）
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◆
新
島
消
防
団
新
体
制
一
覧
（
★
マ
ー
ク
は
昇
任
の
団
員
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
本
団
】

　

団
長　
　
　

青
沼　

邦
和

　

副
団
長　
　

前
田　

佐
一

　

副
団
長　
　

百
井　

信
吉

★
副
団
長　
　

宮
川　

功

【
第
一
分
団
】

★
分
団
長　
　

槇
野　

孝
史

★
副
分
団
長　

前
田　

裕
士

　

部
長　
　
　

吉
山　

裕
盛

★
部
長　
　
　

山
本　

拓

★
部
長　
　
　

前
田　

裕
樹

【
第
二
分
団
】

★
分
団
長　
　

森　
　

政
紀

★
副
分
団
長　

森　
　

敦

　

部
長　
　
　

前
田　

功
二

　

部
長　
　
　

登　
　

竜
海

★
部
長　
　
　

菊
地　

重
史

【
第
三
分
団
】

★
分
団
長　
　

前
田　

豊

★
副
分
団
長　

大
沼　

宏
至

　

部
長　
　
　

前
田　

保

　

部
長　
　
　

前
田　

聡

★
部
長　
　
　

新
井　

健
太

【
第
四
分
団
】

★
分
団
長　
　

服
部　

進

★
副
分
団
長　

植
松　

倫
太
郎

　

部
長　
　
　

植
松　

洋
輔

　

部
長　
　
　

前
田　

桂

★
部
長　
　
　

藤
井　

平

【
第
五
分
団
】

★
分
団
長　
　

池
田　

了

★
副
分
団
長　

前
田　

洋
樹

　

部
長　
　
　

前
田　

隆
司

　

部
長　
　
　

山
本　

俊
一

★
部
長　
　
　

成
澤　

亮

【
第
六
分
団
】

★
分
団
長　
　

公
文　

宏
司

★
副
分
団
長　

浅
沼　

睦
浩

　

部
長　
　
　

大
沼　

剛

　

部
長　
　
　

岡
田　

竜
司

★
部
長　
　
　

前
田　

直
己

【
第
七
分
団
】

★
分
団
長　
　

峯
岸　

次
郎

★
副
分
団
長　

藤
原　

清
廣

　

部
長　
　
　

磯
部　

慎
一

　

部
長　
　
　

植
松　

拓
也

★
部
長　
　
　

前
田　

和
宏

【
第
八
分
団
】

★
分
団
長　
　

石
野　

正
幸

★
副
分
団
長　

梅
田　

巌
敏

★
部
長　
　
　

牧
野　

宏
司

　

部
長　
　
　

前
田　

雅
彦

★
部
長　
　
　

宮
川　

学

▲副団長に就任した
宮川功さん

新
島
消
防
団
が
辞
令
伝
達
式

　

5
月
31
日
（
日
）、
住
民
セ
ン

タ
ー
で
新
島
消
防
団
が
退
団
者
・

昇
任
者
な
ど
へ
辞
令
を
交
付
す

る
辞
令
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

退
団
は
本
団
員
1
名
と
分
団

員
10
名
。
新
入
団
員
は
第
一
分

団
に
青
沼
正
規
さ
ん
が
入
団
し

ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
青
沼
団
長
か
ら

辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
左
記
の
一
覧
の
通

り
で
す
。

◀
退
団
辞
令
交
付
の
様
子

新
島
・
式
根
島
消
防
団
が
春
季
訓
練

▲式根島消防団

　

6
月
16
日
（
火
）
に
式
根

島
、翌
17
日
（
水
）
に
新
島
で
、

東
京
都
消
防
訓
練
所
か
ら
教

官
を
招
き
、
消
防
団
の
春
季

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、講
義
、規
律
訓
練
、

指
揮
訓
練
、
普
通
救
命
講
習
、

無
線
運
用
訓
練
な
ど
、
丸
一

日
か
け
て
緊
急
時
に
必
要
な

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

▲新島消防団



村のできごと

4

Jul.2015.public relations of niijima

Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ　

　
　
　

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ　

２
０
１
５

　

5
月
30
日
（
土
）、
新
島

村
ク
リ
エ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

て
、
新
島
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

「
ア
ロ
ヒ
・
ア
イ
ラ
ナ
・
ヌ
ー

キ
マ
」
の
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ

Ｌ
Ｏ　

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ　

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
」
と

は
、
ハ
ワ
イ
の
言
葉
で
「
感

謝
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、

新
島
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
を
支
え

て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
感

謝
の
想
い
を
伝
え
た
い
と
企
画

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

午
前
中
は
、
フ
ラ
や
レ
イ
メ

イ
キ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
フ
ラ
や

ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

他
に
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
ジ
ュ
エ

リ
ー
・
雑
貨
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ー

ド
な
ど
の
出
店
や
、
大
島
や
八

丈
島
の
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
も
参
加

し
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

▲ケイキフラの様子
　　　　※ケイキとはハワイの言葉で子供

▶
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
と

　
　

ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
の
共
演

天
宥
法
印
墓
前
祭

　

6
月
8
日
（
月
）、
山
形

県
鶴
岡
市
羽
黒
町
の
出
羽

三
山
神
社
の
天
宥
別
当
墓

参
講
御
一
行
が
来
島
し
、

第
39
回
天
宥
法
印
墓
前
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

儀
式
は
午
後
5
時
に
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
ほ
ら

貝
の
合
図
で
始
ま
り
、
墓

前
で
祝
詞
、
松
尾
芭
蕉
の

追
悼
文
を
読
み
上
げ
供
養

し
ま
し
た
。

▲①水柱が上がる様子 ▲②黒煙が上がる様子 ▲③爆発後に鳥が群がる様子

不発弾処理が行われました

　6月 8日（月）、和田浜海岸沖にて不発弾の水中爆破処理が行われました。
　不発弾は、第二次世界大戦の終結に伴い、連合国軍の指令に基づいて当時新島に駐屯してい
た日本国陸軍の武装解除が実施されることになり、その一環として陸軍の装備にかかる大量の
砲弾類がすべて海中に投棄されました。
　今年で終戦から 70 年、新島での戦争が残した爪痕は未だに消えません。


